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（論文審査の要旨） 
論文題名「Junctional epithelial cells are supplied by putative stem cells」 


































やせば増やすほど統計的確度が上がると考えられており（Ueno & Weissman Int J Dev Biol 2010)、10 色













は 4-6日であると報告された(Beagrie & Skougaard Acta Odontol Scand 1962)。接合上皮が比較的速やか
にターンオーバーする組織であることは、歯の萌出、炎症性疾患・外傷の治癒において高い再生能力を有
する事からも説明できる。 
我々は EdUを用いて 4 週齢マウスと 16 週齢マウスの接合上皮のターンオーバーに有意差がない事を予備実
験にて確認し、若齢と中間齢では差はないとした。本研究では細胞の老化に焦点を当てていないため老齢
マウスのエイジングにおいては不明である。しかし、他組織では細胞の代謝が盛んな皮膚や消化管で研究
が進んでおり、老化は幹細胞ニッチの機能不全のよる幹細胞減少や活性の変化が原因と考えられるように
なってきた。臨床的には高齢者の口腔内では清掃が良好でも出血しやすく組織の脆弱化に気づくことが多
いが、今後の研究を通じて細胞供給の仕組みや恒常性維持機構を解析することで、歯周組織の老化機構が
明らかになれば、歯周病の予防や再生治療の新たな基盤の 1つになると考えている) 
２．クローンの中には複数幹細胞が存在するのではないか。そうだとすると、分化を続ける幹細胞とそう
でないものの差は何か。 
(今回我々は接合上皮のみを維持する接合上皮幹細胞が存在し、それらが第一臼歯周囲でおよそ12個存在
し、維持している事を示唆した。しかし、早い段階で複数の幹細胞同士で細胞競合が起り、適応度の低
い細胞が敗者細胞として組織から排除された可能性は否定できない。最近、生体において恒常性の維持
に細胞間のコミュニケーションが重要であることがわかってきた。この細胞間コミュニケーションを介
した組織における恒常性の維持を解明することで分化を続ける幹細胞とそうでないものの差を理解する
ことが出来ると考えた) 
 
主査の井上委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確
認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
本論文は本学大学院学位論文(博士)審査基準を満たしており、学位論文に値すると判断した。 
（主査が記載） 
